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衆
議
院
議
員
大
河
原
ま
さ
こ
君
提
出
焼
却
場
建
設
に
係
る
政
府
の
地
方
自
治
体
へ
の
補
助
金
交
付
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
大
河
原
ま
さ
こ
君
提
出
焼
却
場
建
設
に
係
る
政
府
の
地
方
自
治
体
へ
の
補
助
金
交
付
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
」
を
「
自
治
体
の
独
自
事
業
」
と
し
て
設
置
す
る
に
当
た
っ

て
、
当
該
設
置
を
行
う
市
町
村
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第

九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
国
の
技
術
的
指
針
」
及
び
「
都
市
計
画
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
交
付
取
扱
要
領
」
（
平
成
十
七
年

四
月
十
一
日
付
け
環
廃
対
発
第
〇
五
〇
四
一
一
〇
〇
二
号
環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
長
通
知
別
紙
）

に
お
い
て
、
同
交
付
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
事
業
が
「
ご
み
処
理
施
設
性
能
指
針
」
（
平
成
十
年
十
月
二
十
八
日
付
け
生

衛
発
第
一
五
七
二
号
厚
生
省
生
活
衛
生
局
水
道
環
境
部
長
通
知
別
添
）
等
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
、
同
交
付
金
の
交
付
の
対

象
と
な
る
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
及
び
特
別
区
を
含
む
。
）
が
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃



 

２ 

 

に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
沿
っ
て
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
を
作
成
し
環
境
省

の
承
認
を
受
け
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
隣
接
自
治
会
の
同
意
」
及
び
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
同
交
付
金
の
交
付
の
要
件
と

は
し
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
覚
書
や
協
定
書
、
同
意
書
」
の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
隣
接
自
治
会
の
同
意
」
に
つ
い
て

は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
の
交
付
の
要
件
と
は
し
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
そ
う
し
た
約
束
事
」
の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
基
礎
自
治
体
」
を
含
め
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
補
助
金
を
交
付
で
き
る
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
例
え



 

３ 

 

ば
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
六
条
に
お
い
て
、
国
は
、
「
そ
の
施
策
を
行
う
た
め
特
別
の
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
又
は
地
方
公
共
団
体
の
財
政
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
自
治
体
」
を
含
め
、
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と
な
る
事
務
又
は
事
業
を
行
う
者
の
お
尋
ね
の
「
義
務
」

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）

第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
法
令
の
定
並
び
に
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
の
内
容
及
び
こ
れ
に
附
し
た
条
件
そ
の
他
法

令
に
基
く
各
省
各
庁
の
長
の
処
分
に
従
い
、
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
つ
て
補
助
事
業
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い

や
し
く
も
補
助
金
等
の
他
の
用
途
へ
の
使
用
・
・
・
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。 


